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瀬
戸
新
製
焼
界
隈

　

瀬
戸
新
製
焼
の
言
葉
は
、
瀬
戸
に
於
い
て
磁
器
が
焼
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
そ
れ
ま
で
瀬
戸
を
支
え
て
き
た
陶

器
生
産
（
本
業
焼
）
と
、
新
た
に
興
っ
た
磁
器
生
産
を
分
け
る
た
め

に
用
い
ら
れ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
至
る
ま
で

に
は
長
い
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
磁
器
生
産
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
肥
前
有
田
（
佐

賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
）
に
お
い
て
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
良
質

な
陶
石
と
門
外
不
出
の
製
磁
技
術
な
ど
に
よ
り
、
肥
前
磁
器
は
、
ほ

ぼ
独
占
的
（
九
谷
・
姫
谷
を
除
く
）
に
全
国
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
食
器
を
中
心
と
す
る
磁
器
製
品
は
、
陶
器
製
品
に
比
較
し
て
そ

の
優
位
性
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
我
々
の
日
々
の

食
膳
を
に
ぎ
わ
す
食
器
を
み
れ
ば
明
白
で
す
。
こ
の
た
め
、
伝
統
的

な
陶
器
生
産
地
で
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
な
ん
と
か
磁

器
を
焼
き
た
い
と
い
う
理
想
に
向
け
た
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
肥
後
天
草
地
方
（
熊
本
県
天
草
市
）

で
陶
石
が
発
見
さ
れ
た
事
で
す
。
天
草
陶
石
は
、
有
田
・
泉
山
陶
石

よ
り
硫
化
鉄
な
ど
の
含
有
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
限
り
な
く
白
く
、

粘
性
に
富
ん
だ
最
良
の
磁
器
原
料
で
、
平
賀
源
内
（
江
戸
時
代
中
期

の
博
学
者
一
七
二
八
ー
‐
七
九
）が
建
白
書「
陶
器
工
夫
書
」（
明
和
八
・

一
七
七
一
年
）の
中
で「
天
下
無
双
之
上
品
」と
絶
賛
し
た
ほ
ど
で
す
。

天
草
陶
石
が
天
草
を
除
く
地
域
で
導
入
さ
れ
た
の
は
、
肥
前
・
三
川

内
（
み
か
わ
ち
、
長
崎
県
佐
世
保
市
）
が
早
い
例
と
し
て
知
ら
れ
る

一
方
で
、薩
摩
・
平
佐（
ひ
ら
さ
、鹿
児
島
県
川
内
市
）、肥
前
・
亀
山（
長

崎
県
長
崎
市
）、
肥
後
・
高
浜
（
熊
本
県
天
草
市
）、
網
田
（
お
う
だ
、

熊
本
県
宇
土
市
）な
ど
の
新
た
な
磁
器
生
産
地
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
九
州
を
越
え
て
東
へ
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
磁
器
素
地
の

改
良
に
成
功
し
た
り
、
陶
器
生
産
か
ら
磁
器
生
産
へ
転
換
し
た
窯
業

地
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
京
都
や
瀬
戸
の
よ
う
に
、
天
草
か
ら
遠
く
、
域
内
に
陶
石

を
産
出
し
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
苦
渋
の
月
日
が
流
れ
て

お
り
、
瀬
戸
で
は
江
戸
時
代
後
期
、
瀬
戸
及
び
周
辺
地
域
で
産
出
す

る
複
数
の
原
料
を
調
合
す
る
こ
と
に
よ
り
磁
器
素
地
の
精
製
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
陶
石
単
味
で
磁
器
素
地
を
精

第
七
巻
部
会
長
　
仲
野
　
泰
裕

製
し
て
い
た
国
内
の
多
く
の
窯
業
地
と
は
異
な
る
画
期
的
な
取
り
組

み
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
辛
苦
の
末
に
瀬
戸
独
自
の
磁
器
素
地
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
村
を
中
心
に
多
く
の
新
製
焼
窯
屋
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
料
を
粉
砕
す
る
石
粉
ハ
タ
キ
水
車
の

増
設
な
ど
素
地
原
料
の
安
定
確
保
と
窯
の
改
良
な
ど
焼
成
技
術
の
向

上
を
図
る
と
共
に
、
蔵
元
制
度
な
ど
流
通
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
瀬
戸
新
製
焼
は
、
江
戸
を
始
め
と
す
る
多
く

の
消
費
地
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
碗
類
を
中
心
に
肥
前
磁
器

を
り
ょ
う
が

凌
駕
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

陶
磁
史
篇
第
三
巻
「
瀬
戸
の
染
付
焼
」
は
昭
和
四
二
・
一
九
六
七

年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
半
世
紀
を
超
え
る
年
月
が
流
れ

て
お
り
、
そ
の
間
に
は
多
く
の
新
た
な
調
査
研
究
の
成
果
が
蓄
積
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
編
集
中
の
陶
磁
史
篇
第
七
巻
で
は
、
瀬
戸
に

お
け
る
、
磁
器
焼
成
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
、
旧
知
の
文
書
類
の
再

検
証
と
共
に
、
多
く
の
新
し
く
確
認
さ
れ
た
史
資
料
、
多
岐
に
わ
た

る
瀬
戸
関
係
の
展
覧
会
に
お
い
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
瀬
戸
製
磁
器

作
品
群
や
生
産
地
と
消
費
地
遺
跡
出
土
資
料
の
比
較
検
討
な
ど
を
踏

ま
え
、
全
体
を
で
き
る
限
り
時
系
列
に
沿
っ
て
構
成
し
、
瀬
戸
に
お

け
る
磁
器
生
産
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
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瀬
戸
新
製
焼
の
言
葉
は
、
瀬
戸
に
於
い
て
磁
器
が
焼
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
そ
れ
ま
で
瀬
戸
を
支
え
て
き
た
陶

器
生
産
（
本
業
焼
）
と
、
新
た
に
興
っ
た
磁
器
生
産
を
分
け
る
た
め

に
用
い
ら
れ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
至
る
ま
で

に
は
長
い
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
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日
本
に
お
け
る
磁
器
生
産
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
肥
前
有
田
（
佐

賀
県
西
松
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郡
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田
町
）
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さ
れ
て
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ま
す
が
、
良
質

な
陶
石
と
門
外
不
出
の
製
磁
技
術
な
ど
に
よ
り
、
肥
前
磁
器
は
、
ほ

ぼ
独
占
的
（
九
谷
・
姫
谷
を
除
く
）
に
全
国
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
食
器
を
中
心
と
す
る
磁
器
製
品
は
、
陶
器
製
品
に
比
較
し
て
そ

の
優
位
性
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
我
々
の
日
々
の

食
膳
を
に
ぎ
わ
す
食
器
を
み
れ
ば
明
白
で
す
。
こ
の
た
め
、
伝
統
的

な
陶
器
生
産
地
で
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
な
ん
と
か
磁

器
を
焼
き
た
い
と
い
う
理
想
に
向
け
た
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
肥
後
天
草
地
方
（
熊
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市
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石
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で
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含
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上
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絶
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し
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ど
で
す
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草
を
除
く
地
域
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さ
れ
た
の
は
、
肥
前
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三
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内
（
み
か
わ
ち
、
長
崎
県
佐
世
保
市
）
が
早
い
例
と
し
て
知
ら
れ
る

一
方
で
、薩
摩
・
平
佐（
ひ
ら
さ
、鹿
児
島
県
川
内
市
）、肥
前
・
亀
山（
長

崎
県
長
崎
市
）、
肥
後
・
高
浜
（
熊
本
県
天
草
市
）、
網
田
（
お
う
だ
、

熊
本
県
宇
土
市
）な
ど
の
新
た
な
磁
器
生
産
地
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
九
州
を
越
え
て
東
へ
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
磁
器
素
地
の

改
良
に
成
功
し
た
り
、
陶
器
生
産
か
ら
磁
器
生
産
へ
転
換
し
た
窯
業

地
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
京
都
や
瀬
戸
の
よ
う
に
、
天
草
か
ら
遠
く
、
域
内
に
陶
石

を
産
出
し
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
苦
渋
の
月
日
が
流
れ
て

お
り
、
瀬
戸
で
は
江
戸
時
代
後
期
、
瀬
戸
及
び
周
辺
地
域
で
産
出
す

る
複
数
の
原
料
を
調
合
す
る
こ
と
に
よ
り
磁
器
素
地
の
精
製
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
陶
石
単
味
で
磁
器
素
地
を
精
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製
し
て
い
た
国
内
の
多
く
の
窯
業
地
と
は
異
な
る
画
期
的
な
取
り
組

み
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
辛
苦
の
末
に
瀬
戸
独
自
の
磁
器
素
地
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
村
を
中
心
に
多
く
の
新
製
焼
窯
屋
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
料
を
粉
砕
す
る
石
粉
ハ
タ
キ
水
車
の

増
設
な
ど
素
地
原
料
の
安
定
確
保
と
窯
の
改
良
な
ど
焼
成
技
術
の
向

上
を
図
る
と
共
に
、
蔵
元
制
度
な
ど
流
通
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
瀬
戸
新
製
焼
は
、
江
戸
を
始
め
と
す
る
多
く

の
消
費
地
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
碗
類
を
中
心
に
肥
前
磁
器

を
り
ょ
う
が

凌
駕
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

陶
磁
史
篇
第
三
巻
「
瀬
戸
の
染
付
焼
」
は
昭
和
四
二
・
一
九
六
七

年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
半
世
紀
を
超
え
る
年
月
が
流
れ

て
お
り
、
そ
の
間
に
は
多
く
の
新
た
な
調
査
研
究
の
成
果
が
蓄
積
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
編
集
中
の
陶
磁
史
篇
第
七
巻
で
は
、
瀬
戸
に

お
け
る
、
磁
器
焼
成
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
、
旧
知
の
文
書
類
の
再

検
証
と
共
に
、
多
く
の
新
し
く
確
認
さ
れ
た
史
資
料
、
多
岐
に
わ
た

る
瀬
戸
関
係
の
展
覧
会
に
お
い
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
瀬
戸
製
磁
器

作
品
群
や
生
産
地
と
消
費
地
遺
跡
出
土
資
料
の
比
較
検
討
な
ど
を
踏

ま
え
、
全
体
を
で
き
る
限
り
時
系
列
に
沿
っ
て
構
成
し
、
瀬
戸
に
お

け
る
磁
器
生
産
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

史
資
料
調
査
報
告

　

令
和
７
年
度
は
七
巻
部
会
・
八
巻
部
会
双
方
で
史
資
料
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
七
巻
部
会
で
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
へ
、
八
巻
部
会
で

は
国
立
国
会
図
書
館
や
愛
知
県
図
書
館
、
個
人
所
有
の
新
規
史
料
の

調
査
・
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
瀬
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
集
め
た
史
料
は
、
近
世
文
書

を
広
く
集
め
て
お
り
、
七
巻
（
瀬
戸
染
付
焼
開
発
に
関
す
る
江
戸
時

代
の
内
容
）
に
活
用
で
き
る
史
料
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な

史
料
に
つ
い
て
は
調
査
を
進
め
、
瀬
戸
市
近
世
窯
業
文
書
集
の
発
刊

で
公
開
し
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
尾
張
藩
側
の
史
料
や
、
民
吉
九
州

修
業
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
調
査
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
へ
熱
田
前
新
田
開
発
に
関
す
る
史

料
で
瀬
戸
村
と
関
係
の
あ
る
も
の
や
、
初
期
染
付
に
ま
つ
わ
る
も
の

を
探
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
な
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
後
期
の
瀬
戸
物
流
通
商
人
に
関
す
る
史
料
を
発
見
で

き
た
の
で
、
そ
の
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
発
刊
さ
れ
て
い
る
陶
磁
史
篇
は
六
巻
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
記

述
は
近
世
の
陶
磁
史
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
近
代
陶
磁
史
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
八
巻
は
近
代
以
降
の
瀬

戸
陶
磁
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る

資
料
の
蓄
積
は
あ
り
ま
す
が
、
市
史
編
さ
ん
に
伴
い
再
度
資
料
の
見

直
し
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
の
再
調
査
を
行
う

た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
や
愛
知
県
図
書
館
で
は
、
主
に
明
治
時
代

に
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
す
る
史
料
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
明
治
時
代
の
史
料
の
多
く
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一
部
の
史

料
は
現
地
調
査
が
必
要
で
す
。
今
年
度
の
調
査
は
、
現
地
調
査
が
必

要
と
判
明
し
た
史
料
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
所
蔵
の
史
料
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
年
代

〜
大
正
時
代
の
窯
屋
史
料
で
す
。
現
在
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

明
治
中
期
〜
後
期
の
瀬
戸
の
陶
磁
生
産
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
な

史
料
と
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
膨
大
な
量
の
た
め
計
画
的

に
整
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
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《
第
三
回
》

日
程
：
令
和
七
年
四
月
二
十
三
日
（
水
）

　

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
令
和
六
年
度
に
開
催
さ
れ
た
第
七
巻
部
会
及

び
第
八
巻
部
会
の
結
果
報
告
が
各
部
会
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
巻
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
分
冊
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

上
・
下
巻
で
分
け
る
か
、
八
・
九
巻
で
分
け
る
か
に
つ
い
て
は
部
会
で
再
度

検
討
し
た
あ
と
委
員
会
で
協
議
す
る
予
定
で
す
。

瀬
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会

開
催
結
果

部
会
通
信

《
第
七
巻
部
会
》

日
時
：
令
和
七
年
四
月
四
日
（
金
）・
十
月
八
日
（
水
）・
十
一
月
五
日
（
水
）・

　
　
　

令
和
八
年
二
月
十
八
日
（
水
）

　

令
和
六
年
度
に
作
成
し
た
章
立
て
案
を
も
と
に
執
筆
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
は
進
捗
状
況
の
報
告
を
行
い
な
が
ら
、
歴
史
的
認
識
な
ど
疑
問
点

の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
史
料
も
使
用
し
な
が
ら
改
め
て
近
世
瀬
戸
焼
の
歴

史
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ
の
史
料
調
査

や
、
委
員
に
よ
る
勉
強
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
第
八
巻
部
会
》

日
時
：
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

　

明
治
時
代
を
中
心
に
通
史
的
な
歴
史
に
つ
い
て
上
巻
に
、
瀬
戸
で
作
ら
れ

た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
や
き
も
の
に
つ
い
て
下
巻
に
ま
と
め
る
形
で
分
冊
す

る
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
史
料
調
査
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
や
愛
知
県
図
書
館
で
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
窯
屋
史
料
の
調
査
も
平
行
し
て
進
め
て
お
り
、

今
後
は
史
料
精
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
七
巻
部
会
・
八
巻
部
会
双
方
で
史
資
料
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
七
巻
部
会
で
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
へ
、
八
巻
部
会
で

は
国
立
国
会
図
書
館
や
愛
知
県
図
書
館
、
個
人
所
有
の
新
規
史
料
の

調
査
・
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
瀬
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
集
め
た
史
料
は
、
近
世
文
書

を
広
く
集
め
て
お
り
、
七
巻
（
瀬
戸
染
付
焼
開
発
に
関
す
る
江
戸
時

代
の
内
容
）
に
活
用
で
き
る
史
料
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な

史
料
に
つ
い
て
は
調
査
を
進
め
、
瀬
戸
市
近
世
窯
業
文
書
集
の
発
刊

で
公
開
し
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
尾
張
藩
側
の
史
料
や
、
民
吉
九
州

修
業
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
調
査
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
へ
熱
田
前
新
田
開
発
に
関
す
る
史

料
で
瀬
戸
村
と
関
係
の
あ
る
も
の
や
、
初
期
染
付
に
ま
つ
わ
る
も
の

を
探
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
な
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
後
期
の
瀬
戸
物
流
通
商
人
に
関
す
る
史
料
を
発
見
で

き
た
の
で
、
そ
の
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
発
刊
さ
れ
て
い
る
陶
磁
史
篇
は
六
巻
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
記

述
は
近
世
の
陶
磁
史
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
近
代
陶
磁
史
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
八
巻
は
近
代
以
降
の
瀬

戸
陶
磁
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る

資
料
の
蓄
積
は
あ
り
ま
す
が
、
市
史
編
さ
ん
に
伴
い
再
度
資
料
の
見

直
し
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
の
再
調
査
を
行
う

た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
や
愛
知
県
図
書
館
で
は
、
主
に
明
治
時
代

に
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
す
る
史
料
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
明
治
時
代
の
史
料
の
多
く
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一
部
の
史

料
は
現
地
調
査
が
必
要
で
す
。
今
年
度
の
調
査
は
、
現
地
調
査
が
必

要
と
判
明
し
た
史
料
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
所
蔵
の
史
料
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
年
代

〜
大
正
時
代
の
窯
屋
史
料
で
す
。
現
在
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

明
治
中
期
〜
後
期
の
瀬
戸
の
陶
磁
生
産
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
な

史
料
と
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
膨
大
な
量
の
た
め
計
画
的

に
整
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
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瀬戸市史編さんスケジュール

主な動き

令和8年度
6月　第8回第七巻部会・第5回第八巻部会
12月  第9回第七巻部会・第6回第八巻部会
3月　第5回市史編さん委員会

令和9年度

6月　第七巻仮原稿提出、全委員へ共有・第7回第八巻部会
10月  第10回第七巻部会
12月  第8回第八巻部会
3月　第七巻部会入稿原稿締切・第6回市史編さん委員会

令和10年度
6月　第11回第七巻部会・第9回第八巻部会
12月  第12回第七巻部会・第10回第八巻部会
3月　第7回市史編さん委員会

令和11年度

6月　第13回第七巻部会・第八巻上巻仮原稿提出、全委員へ共有
8月　第七巻校了
10月1日　第七巻刊行
12月  第11回第八巻部会
3月　第八巻上巻入稿原稿締め切り・第8回市史編さん委員会

令和12年度
6月　第12回第八巻部会
12月  第13回第八巻部会
3月　第9回市史編さん委員会

令和13年度
6月　第14回第八巻部会・第八巻下巻仮原稿提出、全委員へ共有
12月  第15回第八巻部会・第八巻上巻校了
3月　第八巻下巻入稿原稿締め切り・第八巻上巻刊行
　　 ・第10回市史編さん委員会

令和14年度
6月　第16回第八巻部会
12月  第17回第八巻部会
3月　第11回市史編さん委員会

令和15年度
10月  第18回第八巻部会
12月  第八巻下巻校了
3月　第八巻下巻刊行


